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米
岡
新
産
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政
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六
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一
、
緒

書

九
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「
従
業
使
用
人
に
生
活
賃
銀
以
下
の
支
帥
仰
を
な
す
に
非
ゃ
ん
ぱ
立
ち
行
き
得
f
る
企
業
に
は
、
此
闘
に
で
存
績

す
べ
き
権
利
一
か
無
い
』
ω

『
同
胞
一
億
二
千
五
百
商
人
が
暫
く
端
正
・
快
離
の
生
部
を
詑
る
乙

E
U
結
局
h

産
難
仁

向
っ
て
未

r嘗
っ
て
見
e

さ
る
所
の
最
も
股
賑
な
る
市
場
ぞ
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
、
我
圃
産
業
設
備
の

所
謂
過
剰
能
力
を
利
用
す
る
た
め
の
、
唯
打
一
つ
の
方
建
で
あ
る
。
使
用
主
に
望
h
u
所
は
た
だ
箪
に
、
各
従
業
員
の

就
業
時
闘
を
減
少
し
且
つ
此
の
短
縮
さ
れ
に
る
時
間
に
劃
し
て
生
活
賃
銀
を
支
掛
ひ
、
以
て
既
存
事
業
を
轡
む
仁

め
に
増
加
人
員
を
雇
傭
す
る
と
い
ふ
こ
L
」
で
あ
る
。
一
産
業
部
門
の
総
て
の
使
用
主
が
協
同
す
る
に
あ
ら
で
は
.

如
何
な
る
使
用
主
も
亦
某
の
集
圃
も
軍
調
に
こ
れ
を
買
行
し
て
、
企
業
競
争
場
裡
に
其
の
生
存
を
頼
げ
る
こ
と
は

出
来
な
か
っ
た
』
。
『
今
日
迄
は
違
法
で
あ
っ
た
協
同
行
動
が
樺
利
と
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
、
公
共
一
鵬

利
の
た
め
に
一
屠
大
な
る
貢
献
を
潟
し
得
る
に
至
る
で
あ
ら
う
と
久
し
く
主
張
し
来
れ
る
産
業
に
劃
し
て
、
こ
こ

に
業
の
買
践
的
立
誼
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
今
日
以
後
、
産
業
は
右
の
権
利
を
亨
有
す
る
い
。

こ
れ
は
昨
年
六
月
十
六
日
大
統
領
Y

I
ズ
ぺ

Y

ト
が
、
第
七
十
三
議
舎
を
通
過
し
た
、
所
謂
圃
民
産
業
復
現
品
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を
裁
可
す
る
に
臨
み
て
殺
し
た
聾
明
書
に
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
語
の
一
節
で
あ
る
。

抽
労
働
契
約
の
上
に
、
企
業
競
争
の
上
に
、
更
に
或
は
一
一
般
産
業
行
政
に
つ
い
て
、
贋
〈
人
民
の
佃
人
的
自
由
を

確
保
す
る
こ
と
が
最
高
原
則
と
な
さ
れ
て
来
た
従
来
の
米
同
枇
舎
の
買
情
を
一
風
る
も
の
に
と
り
て
、
右
の
圃
民
産

業
復
興
誌
な
る
も
の
が
、
如
何
に
重
大
な
、
鍾
草
的
性
質
の
内
容
を
合
な
で
ゐ
る
色
の
で
あ
る
か
は
、
前
記
韓
明

書
の
一
端
か
ら
こ
れ
ぞ
想
察
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

克
も
、

uplズ
ペ

Y

ト
就
任
以
後
買
れ
き
れ
七
新
軽
油
開
政
策
は
、
勿
論
ひ
と
り
産
業
復
興
法
の
公
布
、
施
行
仁

止
ま
る
-
も
の
で
は
な
い
二
九
二
九
年
十
月
末
の
謹
券
市
場
恐
慌
に
端
を
愛
し
て
愈
1
深
化
し
来
れ
る
、
一
大
恐
慌

視
に
興
邸
一
hr特
イ
し
大
統
制
に
調
講
せ
ら
れ
、
而
ら
昨
年
三
月
恐
慌
の
激
化
諮
に
誕
の
頂
貼
じ
悲
し
て
、
命
融
界
、

産
業
界
の
混
乱
拾
集
す
べ
か
ら
5
る
に
至
れ
る
鰹
静
的
暴
風
雨
の
た
だ
中
に
英
の
職
に
就
け
る

Y

1
ズ
イ

Y
ト

は
、
周
知
の
如
〈
、
今
日
迄
其
の
政
府
の
手
を
以
て
績
々
相
次
ぎ
幾
多
の
新
経
済
政
令
を
施
し
て
来
た
。
就
任
邸

時
じ
行
は
れ
た
、
金
轍
出
禁
止
、
銀
桁
休
業
A
?
を
始
め
慨
に
吾
E
の
知
れ
る
色
の
に
、
凡
そ
衣
の
如
き
、
重
要
な

鰹
持
的
諸
政
令
が
愛
せ
ら
れ
て
ゐ
る
出

一
、
緊
急
銀
行
法
、
二
、
政
費
節
約
法
、
三
、
禁
酒
法
修
正
、
四
、
失
業
救
構
法
、
玉
、
農
業
調
節
及
び
農
場

抵

営

接

、

六

、

聯

邦

緊

急

救

持

法

、

九

、

岡

民

雇

傭

奉

仕

法

、

一
O
、
復
興
金
融
曾
融
業
務
法
、

一
四
、
緊
急
観
道
運
輸
法
、

七
、
-
ア
ネ
ツ
シ

I
河
間
後
法
、

入
、
謹
券
法
.

一
一
、
住
宅
所
有
者
再
融
資
法
、

二
一
、
銀
行
法
、

一
三
、
圃
民
産
業
復
興
法
、

一
玉
、
農
業
信
用
法
、

一
六
、
調
立
官
麗
充
営
法
、

七

第金

披禁
法

九
II. 

米
国
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業
政
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の
一
断
面

第
三
十
八
巻
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山

木

園

新

産

業

政

策

の

一

断

面

第

三

十

八

巻

こ
の
外
に
、
最
早
賓
際
に
現
は
れ
た
る
も
の
、
若
〈
は
今
後
引
き
績
き
賀
行
せ
ら
る
べ
き
新
経
梼
政
令
が
敷
多

〈
存
す
る
こ
と
で
あ
ら
う
。
凡
べ
て
、
米
国
世
舎
の
経
梼
的
大
窮
迫
の
救
樺
の
た
め
に
施
さ
れ
る
、
新
大
統
領
の

五
大
八

第

宮古

九

経
梼
諸
政
令
が
、
一
一
般
に
葉
の
性
質
に
於
い
て
従
来
に
葉
の
例
を
見
。
さ
る
草
新
的
意
義
を
有
す
る
所
か
ら
、
庚
く

綜
括
さ
れ
て
そ
れ
は
今
日
所
謂
新
規
政
策

(
2
Z
-
2
巴
Z]=)
左
呼
ば
れ
て
ゐ
る
。

新
規
政
策
の
中
に
、
今
後
に
買
施
ぜ
ら
る
べ
き
も
の
と
し
て
、
特
に
人
の
注
目
す
る
所
と
な
っ
て
ゐ
る
も
の
に

賞
幣
制
度
の
韓
革
が
存
し
て
ゐ
る
の
は
い
ふ
を
候
七
向
。
し
か
し
、
慨
に
前
記
せ
る
J

も
の
の
み
に
つ
い
て
見
じ
も
、

所
謂
新
規
政
策
は
米
園
の
極
端
阿
生
活
上
、
直
接
に
多
種
多
様
の
方
面
に
関
聯
し
て
、
各
種
の
性
質
を
有
す
る
も
の

を
包
合
し
、
こ
こ
に
一
大
複
合
的
経
持
政
策
瞳
系
を
形
成
し
て
ゐ
る
こ
と
が
諜
か
る
。
而
し
て
、
こ
の
複
合
鴨
系

は
1

葉
の
根
抵
に
一
貫
の
経
済
理
論
を
包
帯
用
し
、
箇
々
の
諸
政
策
は
い
づ
れ
も
こ
れ
よ
り
統
一
的
に
源
生
し
来
れ

る
も
の
で
あ
る
、
と
は
認
め
ら
れ
難
き
貼
が
め
っ
て
も
、
と
も
か
く
其
の
因
子
と
な
れ
る
諸
政
策
が
、
い
づ
れ
も

或
る
程
度
の
革
新
的
色
彩
を
帯
び
て
、
何
等
か
一
定
の
共
通
目
的
の
貫
現
を
目
指
し
て
施
き
れ
て
ゐ
る
の
は
疑
な

き
所
で
め
る
。
其
の
共
通
目
的
た
る
も
の
は
結
局
に
於
い
て
、
た
だ
輩
に
、
所
謂
往
時
の
資
本
主
義
的
繁
柴
の
回

復
に
あ
り
と
い
は
る
べ
き
も
の
な
り
や
否
や
に
つ
い
て
は
、
輩
に
新
規
政
策
を
構
成
す
る
諸
政
令
の
内
容
を
顧
る

古
け
に
よ
っ
て
も
、
そ
こ
に
考
ふ
べ
き
大
な
る
も
の
が
め
る
と
見
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
今
は
こ
れ
に
言
及
し
な
い
。

た
だ
こ
れ
ら
諸
政
策
は
鼎
来
に
向
っ
て
、
そ
れ
に
奥
へ
ら
れ
た
主
観
的
意
圃
の
如
何
仁
不
拘
そ
の
客
観
的
意
義
に

於
い
て
は
、
今
後
の
米
国
世
舎
の
鰹
梼
的
諸
闘
係
に
何
等
か
著
し
き
盤
改
を
鷲
ら
し
来
る
重
要
契
機
と
な
る
べ
事



色
の
た
る
こ
と
だ
け
は
疑
無
し
と
考
べ
ら
れ
る
。
慨
に
米
国
に
で
も
、
国
民
産
業
復
興
法
の
成
立
前
後
、
そ
れ
が

明
に
、
緊
急
非
常
法
と
し
て
二
箇
年
の
期
限
を
附
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
に
も
不
拘
、
新
政
策
が
米
国
の
経
済
的
、
政

治
的
諸
制
度
や
国
民
性
葉
の
他
幾
多
の
米
副
諸
侍
統
に
封
し
て
永
き
勝
来
に
亙
り
、
重
大
な
る
盤
革
的
影
響
を
奥

ふ
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
激
し
き
論
議
が
行
は
れ
た
叫

か
や
う
に
慶
事
的
意
義
を
有
す
る
新
経
糟
政
策
糟
系
は
、
そ
れ
が
直
接
に
関
聯
す
る
側
面
的
意
義
よ
り
観
察
す

れ
ば
或
は
財
政
政
策
で
あ
り
、
或
は
通
貨
政
策
で
あ
り
、
或
は
農
業
政
策
で
あ
り
、
或
は
枇
舎
政
策
で
ふ
の
り
、
或

は
交
通
政
策
で
め
り
、
戒
は
商
工
業
政
策
等
々
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
実
の
最
響
す
る
所
が
右
の
如
く

他
方
面
に
分
か
れ
て
ゐ
る
の
み
な
ら
十
、
こ
れ
ら
の
一
一
の
側
面
に
つ
い
て
島
又
様
々
な
る
観
察
欄
角
ぞ
探
る
こ

と
が
出
来
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
新
経
持
政
策
韓
系
に
於
い
て
、
そ
れ
が
主
と
し
て
商
工
業
活
動
を
直
接
の
影
響
調
象
と

な
せ
る
部
商
の
み
を
提
へ
来
た
り
、
こ
れ
に
関
す
る
考
療
を
試
み
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
新
政
策
の
内
容
を
形
成

す
る
諸
経
済
政
令
が
い
づ
れ
も
直
接
又
は
間
接
に
商
工
業
活
動
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
、
経
梼
祉
舎
の
有
機
的

関
聯
か
ら
必
然
的
に
起
こ
る
蹄
結
で
あ
る
が
、
し
か
も
、
此
の
場
合
に
は
国
民
産
業
復
興
法
(
呂
回
目
と
が
最
も

直
接
に
し
て
、
且
つ
最
色
重
要
な
、
中
心
的
政
策
基
礎
た
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
尤
も
、
所
謂
国
民
産
業
復
興

法
は
業
の
中
に
、
主
と
し
て
迅
速
な
る
雇
傭
口
増
加
の
目
的
を
有
す
も
一
公
共
事
業
及
び
建
設
計
動
の
如
き
土
木
政

策
や
、
並
び
に
又
非
常
救
持
建
設
法
の
修
正
及
び
其
の
他
の
雑
規
あ
の
如
き
部
分
を
合
h
u

で
ゐ
て
、
最
格
に
商
工

米
圃
新
産
業
政
策
の
一
断
面

第
=
了
T
八
巻

五
大
九

第

-5JJt 

九
七
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米
園
新
産
業
政
策
由
一
断
面

第
三
十
八
巻

第

披

五
七

O

九
i¥ 

業
政
策
と
見
ら
る
べ
き
部
分
は
、
第
一
部
の
産
業
復
興
払
で
あ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
な
ほ
所
謂
一
一
般
規
約

百

g
q色
。
「
肘
一

E
r止
の
O
色

目

『

O
『
由
一
二
=
E
U
E
L
)
は
産
業
復
興
法
の
緊
念
補
充
法
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
な

る
た
め
、
後
者
と
相
似
七
意
義
を
有
し
て
ゐ
る
。

商
工
業
活
動
を
直
接
の
封
象
と
す
る
政
策
と
し
て
の
新
粧
持
政
策
は
其
の
中
心
的
内
容
に
於
い
て
勢
働
賃
銀
、

労
働
時
問
、
資
同
県
債
格
、
生
産
数
量
等
の
如
曳
「
企
業
活
動
の
本
質
的
諸
要
素
に
拐
す
る
政
府
の
直
接
統
制
伝
説
味

し
て
ゐ
る
も
の
と
し
て
、
従
来
の
米
凶
粧
蹄
政
策
の
侍
統
的
原
理
に
、
常
一
大
な
品
位
革

er加
へ
る
も
の
で
め
あ
か
に
、

こ
れ
炉
所
期
の
目
的
に
向
っ
て
如
何
な
る
程
度
の
貰
殺
を
鷲
ら
し
来
る
べ
き
か
の
問
題
・
と
共
に
、
克
ら
に
、
米
副

の
一
吐
舎
的
諮
関
聯
上
勝
来
こ
れ
よ
り
生
す
べ
き
影
響
の
何
た
る
か
が
又
甚
だ
興
味
め
る
検
討
封
象
で
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。し

か
し
、
商
工
業
活
動
を
直
接
の
封
象
と
す
る
政
策
と
し
て
の
新
経
糟
政
策
は
更
に
な
ほ
他
の
貼
に
於
い
て
、

注
意
す
べ
き
も
の
を
持
っ
て
ゐ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
こ
れ
を
過
去
の
米
国
産
業
調
占
封
策
と
の
封
照
に
於
い
て
見

た
場
合
に
生
守
る
の
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
、
こ
れ
を
同
闇
従
来
の
勢
働
政
策
と
比
較
し
て
其
の
特
質
を
尋
ね
る

場
合
に
生
中
る
の
だ
が
、
そ
れ
仁
は
先
づ
其
の
麓
化
を
惹
起
せ
る
客
観
的
背
景
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

米
国
の
新
粧
持
政
策
は
其
の
規
模
の
贋
大
な
る
勤
に
於
い
て
、
其
の
包
蔵
す
る
内
容
の
多
方
面
的
な
る
賠
に
於

い
て
、
業
の
頴
著
な
る
革
新
的
性
質
に
於
い
て
、
業
の
婚
家
に
及
ぽ
す
べ
き
影
響
の
探
剥
性
の
勤
に
於
い
て
、
殊

に
は
又
ぞ
れ
が
所
期
の
目
的
に
劃
し
て
懇
げ
得
べ
き
買
致
性
如
何
の
貼
に
於
い
て
、
寒
に
比
類
少
き
研
究
材
料
を

Tltle，I of NIRA， 
Approved by the P，'esident on July 20， '933 
(金女は J.C;. Frederick， A' Primero f“New Df::ll'" Econo1l1ics， pp. '317-322 
掲載〉



提
供
し
て
ゐ
る
。
然
れ

E
も
、
今
は
た
だ
、
ぞ
れ
が
直
接
に
商
工
業
活
動
に
向
げ
ら
れ
て
ゐ
る
部
商
の
み
を
捉
へ

来
た
り
、
こ
れ
を
前
越
の
二
つ
の
視
角
か
ら
考
察
し
て
、
こ
れ
に
存
す
る
所
の
意
味
を
尋
ね
る
こ
左
に
し
た
い
。

二
、
濁
占
劃
策
の
艶
改
と
開
業
組
合
の
公
共
的
職
能

高
度
資
本
主
義
経
梼
熟
成
期
に
於
い
て
各
国
共
通
の
現
象
で
あ
る
、
私
的
濁
占
組
織
の
活
動
が
、
消
費
者
、
勢

働
者
、
中
小
濁
立
企
業
等
々
の
濁
占
資
本
以
外
の
立
場
に
劃
し
て
、
種
ー
の
弊
害
的
影
響
を
醸
生
す
る
た
め
、
西

洋
資
本
主
義
諸
岡
に
於
い
て
は
或
は
直
接
に
民
衆
の
要
望
ド
基
号
、
或
は
特
別
な
る
枇
曾
政
策
的
乃
至
は
枇
命
日
主

識
的
醜
論
じ
動
-
V
S
れ
わ
い
易
政
的
都
の
掛
意
仁
よ
ち
て
、
制
占
よ
ち
生
中
妙
心
枇
曾
酎
排
響
の
救
掛

ω一
仁
め
い
へ
前

世
紀
末
以
来
種
E
な
る
国
家
的
施
設
が
試
み
ら
れ
て
・
来
た
こ
と
は
周
知
の
事
買
で
、
こ
こ
に
所
謂
、
園
家
の
調
占

劃
策
な
る
も
の
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
ム
。

か
か
石
意
味
の
濁
占
劉
策
は
、
い
づ
れ
も
其
の
精
神
に
於
い
て
は
、
そ
れ
が
在
的
調
占
の
世
曾
的
弊
害
を
救
潤

す
る
こ
と
を
以
て
目
的
と
す
る
勤
で
、
其
の
聞
に
彼
此
相
違
す
る
所
は
無
い
に
し
て
も
、
其
の
政
策
形
態
は
決
し

て
一
様
な
も
の
で
な
か
っ
た
。

こ
の
賠
に
於
い
て
、
最
近
約
四
十
年
来
の
米
国
経
持
政
策
は
寒
に
頴
著
な
異
色
含
有
し
、
所
謂
濁
占
禁
座
の
原

則
を
立
て
て
来
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
諸
闘
に
其
の
例
を
見
な
い
所
で
あ
っ
た
。
米
闘
に
於
け
る
調
占
禁
歴
政
策

の
法
的
基
礎
と
し
て
は
、
い
ふ
ま
で
色
な
く
一
八
九
O
年
に
制
定
さ
れ
た
シ
ヤ

1
マ
ン
反
ト
ラ
ス
ト
法

(同，
F
叩

米
園
新
産
業
政
策
の
一
断
面

五
七

第

披

第
三
十
八
巻

九
九

経済論議，三十六巻第五務所載拙稿、羽占産業組識の社曾的影響参照
工業経済肝究第五珊所載拙稿、濁占組織の後遺と枇含的針策参照



米
圃
新
産
業
政
策
の
一
断
面

第
一
一
一
十
八
巻

五
七

第

ま虎

一O
O

炉
実
の
根
幹
と
な
っ
て
ゐ
る
。
こ
こ
に
、
こ
の
法
律
が
制
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
鰹

ω
U
2
2
E
〉
三
一
目
叶

g
a
〉
円
円
)

油
開
的
背
景
の
概
要
を
顧
み
て
お
か
う
と
思
ふ
。

抑
も
、
米
闘
の
資
本
主
義
経
蹄
は
、
前
世
紀
の
始
め
以
来
、
次
第
に
工
業
に
於
け
る
近
代
技
術
の
鷹
用
が
殺
蓮

す
る
に
伴
っ
て
、
所
謂
初
期
機
械
時
代
ぞ
展
開
し
、
工
業
規
模
の
脳
大
化
は
迭
に
一
八
六

0
年
代
よ
り
、
舎
枇
企

業
の
流
行
時
代
を
現
出
す
る
こ
・
と
に
な
っ
た
υ

か
く
て
大
規
模
企
業
に
必
然
的
に
随
伴
す
る
濁
占
化
の
要
求
炉
、

共
の
要
求
ぞ
満
足
せ
し
め
る
に
最
も
漉
合
け
る
武
時
伝
獲
得
す
る
や
、
渦
占
組
織
化

JrA住
l
激
化
庁
し
、
げ
る
に
-K

る
こ
と
必
然
の
結
果
で
あ
る
が
、
恰
も
其
の
後
間
も
な
く
、
欧
洲
大
恐
慌
よ
h
侍
来
せ
る
米
圃
恐
慌
の
山
現
に
際

曾
し
て
、
大
企
業
の
恐
慌
克
服
策
は
摘
が
上
に
も
私
的
濁
占
化
の
猛
威
を
逗
う
せ
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
町
夙
に

個
人
的
自
由
の
確
保
を
以
て
最
高
の
生
活
信
僚
と
な
せ
る
米
国
侍
統
に
生
き
る
所
の
民
衆
中
に
は
、
業
の
信
保
の

精
神
を
曲
解
し
在
利
的
自
由
の
追
求
上
に
他
の
利
盆
を
侵
害
し
て
も
、
何
等
妨
げ
ら
る
べ
き
所
な
き
も
の
の
知
〈

考
へ
る
も
の
も
、
嘗
時
に
な
ほ
甚
だ
少
か
ら
ゴ
り
し
こ
と
い
ふ
ま
で
も
な
き
所
で
、
か
〈
の
如
き
精
神
が
大
企
業

の
指
導
的
原
理
と
な
る
や
、
濁
占
強
化
の
た
め
に
一
切
の
不
公
正
手
段
を
競
争
場
裡
に
凱
用
し
以
て
、
活

z群
小

の
濁
立
替
業
者
を
夜
落
せ
し
め
る
結
果
を
導
き
来
る
こ
と
、
寒
に
見
易
き
事
の
成
行
で
あ
る
。
事
貫
営
時
の
大
企

業
群
は
一
方
に
其
の
有
力
な
曾
枇
形
態
の
武
器
を
使
用
し
て
盆
1
自
己
の
鹿
大
化
を
計
る
と
共
に
、
他
方
に
は

あ
ら
ゆ
る
不
盛
正
手
段
を
以
て
劣
弱
な
る
競
争
相
手
の
撃
滅
、
駆
逐
に
寸
牽
の
暇
借
す
る
所
が
な
か
っ
た
。
勿
論

一
般
公
衆
は
営
時
の
大
猫
占
事
業
の
暴
威
の
震
に
何
等
か
の
程
度
に
、
夫
々
直
接
に
業
の
刺
盆
の
侵
害
に
曝
さ
れ

12) Frederick， ibid.， p. 14・
13) 堀江保覇軍串士，アメ P力経済奥棺f説(経tJ!f奥研究1 第40!鹿.'78頁以 F参照)



た
課
げ
で
あ
る
が
、
就
中
特
に
著
し
き
脅
威
を
戚
ぜ
る
も
の
は
弱
小
の
濁
立
管
業
者
の
集
群
で
あ
っ
た
。
か
〈
て

此
の
種
の
吐
曾
集
園
が
自
己
の
存
立
の
危
機
に
臨
む
で
、
専
ら
樽
統
的
自
由
の
確
保
を
以
て
原
理
と
な
せ
る
濁
占

抑
腫
の
蓮
動
に
自
ら
主
力
と
し
て
立
つ
に
至
っ
か
。
大
規
模
企
業
群
の
濁
占
強
化
活
動
は
、
ぞ
れ
自
韓
正
し
て
、

彼
等
の
恋
意
的
自
由
活
動
の
信
僚
に
生
れ
た
も
の
で
ゐ
る
か
ら
、
こ
れ
に
封
す
る
制
座
政
策
t

と
し
て
自
由
の
確
保

を
-
要
求
す
る
こ
と
、

一
見
矛
盾
的
現
象
の
如
く
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
的
自
由
競
守
の
激
化
の
中
に
生
れ
七
営
時

の
濁
占
組
織
化
炉
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
用
し
て
、
弱
小
の
競
争
相
手
を
腫
返
し
以
て
其
の
競
争
力
の
基
礎
を
奪

っ
て
、
金
市
場
の
怒
意
的
支
配
営
企
て
ろ
に
及
ん
で
、
自
ら
の
自
由
を
脅
さ
れ
る
被
鹿
迅
集
聞
が
自
己
防
衛
の
た

め
い
自
由
の
確
保
、
管
業
抑
廊
カ
の
排
除
を
要
求
し
に
こ
と
営
仲
間
の
理
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

右
の
如
〈
、
自
衛
の
た
め
に
一
公
正
な
る
自
由
競
争
の
確
保
を
訴
へ
る
中
小
替
業
者
群
の
濁
占
抑
樫
の
要
望
は
一

般
公
衆
の
共
鳴
を
得
て
、
還
に
国
民
的
輿
論
と
成
h
、
業
の
結
果
一
八
九

O
年
民
主
、
共
和
の
雨
黛
は
協
同
の
カ

に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
濁
占
組
織
化
を
弾
慶
す
る
法
律
を
成
立
せ
し
め
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
が
、
即
ち
ジ
ャ

1
7

ン
反
ト
ラ
ス
ト
法

(22・
5
2
〉

E
t吋
『
己
師
同
〉
円
円
)
と
呼
ば
れ
る
所
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
法
律
は
其
の
内
容
に
於
い
て
、
第
一
一
慨
は
州
際
、
国
際
間
の
商
工
業
を
制
限
す
る
ト
ラ
ス
ト
其
の
他
の
形

態
に
於
け
る
一
切
の
協
約
、
結
合
、
謀
議
を
違
法
行
震
と
認
め
て
お
り
、
克
ら
に
第
二
僚
に
は
州
際
、
国
際
間
の

商
工
業
の
何
等
か
の
部
分
に
つ
い
て
濁
占
を
な
し
、
或
は
こ
れ
を
企
て
、
又
は
そ
の
た
め
他
人
と
結
合
、
謀
議
す

る
者
の
所
罰
せ
ら
る
べ
き
こ
と
を
定
め
、
進
ん
で
第
三
僚
に
は
合
衆
国
各
州
各
地
及
び
其
の
聞
に
於
げ
る
商
工
業

米
圃
新
産
業
政
策
の
一
断
面

第
三
十
八
巻

五
七
三

O 

第
二
披

Javits， BL1siness and the Pnblic Interst， p. 165 
Laidler， Concentration jn American Inctustη， p. 405. 

14) 
15) 



米
圃
新
産
業
政
策
の
一
断
面

第
三
十
八
巻

五
七
四

第
二
放

O 

上
の
制
限
を
驚
す
一
切
の
協
約
、
結
合
は
ト
ラ
ス
ト
の
形
態
た
る
と
否
と
を
聞
は
争
、
其
の
違
法
な
る
こ
と
を
定

め
て
ゐ
る
。

右
の
如
き
内
容
h
r
e
有
す
る
シ
ヤ
1

7

y
怯
は
、
勿
論
今
日
迄
に
於
け
る
米
閣
の
劃
縄
占
政
策
の
中
心
的
法
律
基

礎
佐
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
な
ほ
こ
れ
に
謝
し
て
補
完
的
作
用
を
な
す
所
の
多
〈
の
類
似
法
が
存
し
て
ゐ
る
。

即
ち
先
づ
、
初
め
て
組
側
占
的
大
企
業
鮮
の
暴
風
に
劃
す
る
制
慶
一
か
園
民
的
輿
論
k
な
る
や
、
敏
多
の
聯
邦
諸
州
殊

に
カ
ン
ナ
ス
島
、
1

プ
タ
久
力
、
ミ
シ
グ
ン
其
の
他
の
凡
そ
十
州
は
牽
先
し
て
、

ν
ャ
1

7

y
法
の
成
立
前
後
に
夫

ー
調
占
運
動
禁
腫
の
州
法
を
成
定
し
た
。
か
か
る
濁
占
弾
座
州
法
の
外
に
、
聯
邦
政
府
も
亦
業
の
後
に
グ
V

イ
ト

ン
法

q
z
Q昌
吉
ロ
〉
RW
回
。
工
)
及
び
聯
邦
商
業
委
員
舎
法
(
己
話
相

aamEH，B
r
n
0
5
5一回回目。ロ〉
n
F
3
1
)

の
如
き
重
要
な
る
濁
占
関
係
法
を
定
め
て
、

ジ
ャ

1

7

y
法
の
精
神
の
確
保
に
努
め
た
。

今
醗
っ
て
、
前
記
の
諸
法
が
如
何
な
る
も
の
を
弾
魅
の
勢
象
と
し
て
ゐ
る
か
を
顧
ん
と
す
る
に
、
勿
論
こ
れ
は

法
文
の
内
容
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
は
め
る
が
、
そ
れ
ら
の
諸
法
を
成
立
せ
し
め
た
枇
曾
的
根
壌
に

こ
れ
ぞ
照
ら
せ
ば
、

一
層
よ
〈
其
の
黙
の
理
解
が
助
け
ら
れ
る
罪
げ
で
あ
る
。

既
に
、

ジ
ャ

l
マ
ン
法
成
立
の
鮭
梼
的
背
景
に
つ
い
て
略
越
せ
る
所
に
よ
り
て
知
ら
れ
る
如
〈
、
営
時
に
於
い

て
は
、
大
企
業
群
が
一
方
に
は
ト
ラ
ス
ト
其
の
他
の
企
業
結
合
手
段
に
よ
り
て
盆
E
自
己
の
膨
脹
を
計
る
k
共
に
、

他
方
に
は
又
其
の

E
大
な
る
費
カ
を
駆
使
し
て
差
別
債
格
其
の
他
の
手
段
を
用
ゐ
、
弱
小
競
宰
企
業
群
撲
滅
の
不

公
正
競
争
営
企
て
、
以
て
結
局
市
場
に
濁
占
的
勢
力
を
確
立
し
て
、
乙
れ
に
よ
り
器
に
消
費
者
を
略
取
し
、
暴
利

16) Stevens. Industrial Co皿binatio回 andTrusts， p. +4・



を
獲
得
す
る
に
至
る
と
い
ふ
こ
と
が
、
一
枇
曾
的
脅
威
と
な
っ
て
ゐ
た
。
こ
こ
に
於
い
て
、
前
記
せ
る
シ
ヤ

1
7
ン

法
の
内
審
や
、
業
の
他
の
法
文
は
相
侍
っ
て
、
米
国
に
於
け
る
商
工
業
上
の
調
占
粗
織
の
布
在
及
び
猫
占
を
形
成

す
る
た
め
の
一
明
の
手
段
に
罰
し
て
、
最
重
な
る
弾
腫
網
を
構
成
し
に
課
け
で
あ
る
み
其
の
法
網
の
究
極
に
目
的

と
し
に
所
は
、
濁
占
蓮
動
の
強
師
団
の
た
め
に
其
の
存
立
を
奪
は
れ
る
所
の
弱
小
企
業
群
を
防
衛
せ
ん
と
す
る
の
一

い
ふ
ま
で
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
色
又
、
他
の
一
方
で
は
濁
占
組
織
に
よ
っ
て
消
費
者

と
し
て
の
枇
合
会
衆
の
一
楠
祉
が
院
制
さ
れ
る
の
を
、
禦
が
ん
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
果
寛
、
何
人
に
も
制
限

さ
れ

y
z個
人
的
自
由
競
争
の
確
保
は
器
業
の
生
命
で
あ
ち
町
こ
れ
い
ト
よ
っ
て
最
も
よ
く
公
衆
繭
一
肱
い
か
維
持
さ
れ

面
を
有
し
た
こ
と
、

得
る
l
r

し
の
思
想
が
一
枇
曾
的
時
代
信
念
?
と
な
っ
て
ゐ
た
こ
と
ヤ
一
一
市
J
9
4
b

の
に
外
な
、
i

円一泊。

業
の
成
立
上
に
、
上
述
の
如
き
枇
曾
的
背
景
を
有
し
、
其
の
目
的
に
於
い
て
右
の
知
事
意
味
を
有
す
る
米
国
従

来
の
一
反
濁
占
法
に
於
い
て
、
此
の
場
合
に
特
に
性
意
を
要
す
る
の
は
、
商
工
業
上
の
各
筒
管
業
者
聞
に
於
け
名
協

約
的
結
合
が
亦
、
事
の
債
格
に
闘
す
る
と
、
生
産
額
に
閲
す
る
と
、
或
は
又
販
貰
領
域
に
閥
す
る
と
を
周
は
字
、

ト
ラ
ス
ト
の
形
蕗
に
よ
る
貫
質
的
企
業
合
同
化
と
共
に
、
悉
〈
、
ぞ
れ
は
自
由
競
守
原
理
の
侵
害
で
あ
り
、
調
-
H

同
結

成
の
可
能
的
手
段
で
あ
る
と
し
て
固
く
禁
座
さ
れ
て
ゐ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
従
来
の
米
国
組
閣
占
部
座
政
策
に
於
い
て
は
、
ト
ラ
ス
ト
形
態
の
企
業
合
同
化
と
議
ん
で
、
カ
M
Y
-
ア

w
y

形
態
の
企
業
結
合
化
が
共
に
違
法
現
象
正
認
め
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
米
国
資
本
主
義
経
梼
の
成

長
と
費
展
と
は
、
・
次
第
に
濁
占
揮
魅
法
の
立
法
精
神
の
貫
徹
を
困
難
な
ら
し
め
る
経
済
事
態
を
醸
成
し
て
来
て
、

米
園
新
産
業
政
策
白
一
断
悶

五
七
五

第
二
披

一O
一一
一

第
三
十
八
巻

[7) Tippetts and Livermore， Bt叫 nessOrg江副:l:ltio:nand Control p. 607 
18) Javits， ibid.， p. 8. 
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業
の
勢
は
、
大
戦
開
始
後
.
米
副
生
産
経
掛
の
一
大
飛
躍
的
援
展
に
乗
じ
て
、
金
融
資
本
閥
の
カ
の
大
膨
脹
を
見

大
金
融
資
本
聞
の
濁
占
組
織
化
の
要
求
は
、

院
法
廷
に
於
け
る
判
官
の
反
ト
ラ
ス
ト
の
誌
の
解
轄
を
し
て
自
己
に
都
合
好
き
方
向
に
轄
向
せ
し
b
・
戒
は
又
校

智
を
傾
げ
て
脱
法
的
濁
占
方
法
を
考
案
せ
る
等
の
方
法
に
出
た
る
た
め
、

E
大
企
業
の
市
場
濁
占
化
は
還
に
諸
1

る
に
至
る
や
、

建
に
其
の
頂
貼
に
到
達
し
に
。

或
は
大
審

卸
ち
、

の
嫡
占
部
腿
法
の
よ
く
制
止
し
得

F
る
所
に
な
っ
た
。
此
の
場
合
、
巨
大
金
業
の
成
立
過
程

t
し
て
は
、
に
と
へ

ば
ア
オ

l
γ
曾
枇
の
場
合
に
於
け
る
が
如
〈
、
自
己
の
生
産
事
業
J
り
生
ぜ
る
利
潤
の
再
投
資
ド
ト
閏
れ
る
も
の
も

あ
る
け
れ
ど
も
、
特
に
著
し
き
も
の
は
、
資
本
共
通
の
関
係
に
基
〈
数
筒
濁
立
企
業
の
貫
質
的
統
一
形
態
卸
ち
所

謂
コ
シ
ヅ
エ

Y

ン
の
方
法
で
、
こ
れ
は
主
と
し
て

E
大
金
融
資
本
の
成
立
に
悲
〈
所
の
も
の
で
あ
る
。
か
〈
の
如

く
、
大
戦
以
来
の
大
金
融
資
本
力
の
後
遺
の
前
に
は
、
精
搬
な
る
濁
占
弾
廊
一
法
韓
系
も
、
た
と
へ
そ
れ
が
全
〈
有

名
無
買
に
終
れ
る
も
の
と
は
断
じ
難
く
て
も
ち
其
の
賓
質
カ
を
殺
が
れ
た
る
こ
と
少
か
ら
ゴ
る
有
様
で
あ
っ
た
。

七
だ
此
の
聞
に
め
り
て
、
依
然
と
し
て
猫
占
揮
座
誌
が
大
な
る
程
度
に
葉
の
偉
力
を
維
持
し
て
ゐ
た
の
は
、
所

謂
協
約
に
よ
る
企
業
聞
の
結
合
組
織
に
劃
す
る
場
合
で
あ
っ
た
。
協
約
に
よ
る
企
業
聞
の
結
合
組
織
は
庚
く
カ

y

-
7
Y
の
名
を
以
て
呼
ば
れ
て
ゐ
る
こ
と
い
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
米
圃
の
場
合
に
於
い
て
は
物
品
或
は
、
用
設
の
生

産
業
者
乃
至
は
販
責
業
者
が
自
己
の
利
盆
の
維
持
増
進
の
た
め
に
、
生
産
額
、
債
格
、
販
責
領
域
等
管
業
上
の
諸

要
項
に
閲
す
る
協
同
的
規
約
の
基
礎
に
結
合
組
織
を
形
成
す
る
所
謂
、
同
業
組
合

(吋

u
m
叶
-
白
己
昨
〉
凶
問
。
門
戸
田
己
。
=
)

な
る
も
の
が
正
に
此
の
濁
占
弾
腫
法
の
強
腫
下
に
立
た
し
め
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
め
る
。

Laidler， ibid.， pp. 406-410. 
Frederick， ibid. p. 18. 
Beckerath， Der modeme Industrialisms. S・410
， ! a. a. O. S. 410. 

19) 
20) 
21) 
22) 



前
述
の
如
〈
、
大
金
融
資
本
聞
の
統
一
的
支
配
下
に
結
成
さ
れ
る

E
大
企
業
の
前
に
出
で
て
は
、
殆
E
其
の
買

力
を
失
ひ
た
る
、
濁
占
弾
腫
法
膿
系
が
、
多
数
の
濁
立
中
小
管
業
者
間
の
自
衛
的
協
約
組
織
た
る
同
業
組
合
組
織

に
輔
副
す
る
場
合
の
み
に
濁
り
、
業
の
偉
力
を
費
揮
し
来
れ
る
こ
と
、
特
に
注
意
す
べ
き
事
柄
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

し
か
し
、

t
も
か
く
色
開
業
組
合
組
織
の
貫
質
的
内
容
た
る
べ
き
債
格
、
生
産
額
等
に
関
す
る
同
業
者
聞
の
取
極

め
は
、
昨
一
九
三
三
年
国
民
産
業
復
興
法
の
成
立
直
前
、
ア
ザ
ア
シ
ア
ン
石
山
頂
事
件
に
就
い
て
大
審
院
が
こ
れ
に

劃
す
る
反
ト
ラ
只
ト
訟
の
適
用
上
に
、
従
来
に
比
較
し
て
、
法
的
解
理
上
に
重
要
な
る
麗
更
を
加
へ
る
ま
で
は
、

緯
始

ν
ャ
1
f
y
法
上
の
違
法
行
震
と
な
3
れ
て
ゐ
h
M
o

抑
1
近
年
刻
一
の
営
業
開
郁
臨
械
が
悲
し
き
櫛
大
を
諾
JW
十
い
あ
と
U

他
方
じ
は

E
大
企
業
組
織
の
重
腫
を
蒙
る
と

の
た
め
、
多
数
の
中
小
替
業
者
群
が
緊
切
に
葉
の
自
衛
手
段
と
し
て
の
必
要
を
認
め
て
来
た
競
争
者
相
互
間
の
協

同
組
織
に
る
同
業
組
合
は
、
軍
に
生
産
・
販
買
上
の
協
約
に
よ
る
競
争
統
制
に
闘
し
て
の
み
な
ら
子
、
な
ほ
共
同

の
調
査
、
臨
訓
告
や
借
入
、
費
用
計
算
、
軍
純
化
、
標
準
化
、
等
に
於
け
る
協
力
並
び
に
同
業
者
間
紛
争
等
に
闘
し

で
も
亦
、
調
立
管
業
者
防
衛
の
た
め
に
甚
だ
重
要
な
作
用
を
な
れ
所
の
も
の
で
あ
る
。

中
小
の
濁
立
管
業
者
群
の
た
め
に
斯
様
に
重
要
な
意
義
を
有
す
る
同
業
組
合
色
、

一
部
門
内
の
競
守
が
少
数
の

E
大
企
業
聞
に
限
ら
れ
る
場
合
の
秘
密
紳
士
協
約
の
場
合
を
除
け
ば
、
常
に
ジ
ャ

1
7
ン
法
の
協
約
禁
止
傍
規
の

戚
腫
に
よ
っ
て
其
の
後
遺
を
抑
止
さ
れ
て
来
た
。

反
ト
ラ
ス
ト
践
に
よ
る
濁
占
揮
腫
政
策
が
同
業
組
合
の
生
成
、
議
達
に
及
ぼ
せ
る
右
の
障
礎
的
影
響
も
、
米
国

米
岡
新
産
業
政
策
の
一
断
面

第

就

第
三
十
八
巻

五
七
七

O 
五

23) S. Kirsch， The National Tndu，trial Reco'(f:ry Act. p・74・
24) I.aidler， ibid. S・397
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資
本
主
義
生
産
制
の
な
ほ
今
日
の
如
〈
高
度
化
せ
ぎ
り
し
戦
前
、
及
び
一
九
二
九
年
迄
の
所
謂
米
国
繁
栄
時
代
に

於
い
て
は
、
未

r著
し
き
鰹
画
的
害
禍
を
ぱ
国
民
経
済
会
障
の
幅
一
肱
に
劃
し
て
鷲
ら
し
来
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

む
し
ろ
、
此
の
時
代
に
は
、
或
る
程
度
に
こ
れ
に
よ
っ
て
、
同
業
組
合
組
織
の
カ
の
乱
用
よ
り
起
こ
る
こ
と
あ
る

べ
き
濁
占
の
弊
害
が
防
が
れ
待
た
と
も
い
へ
る
で
あ
ら
う
。

然
る
に
、

一
九
二
九
年
末
に
始
ま
る
大
恐
慌
の
深
化
に
よ
っ
て
、
反
濁
占
政
策
が
輿
へ
る
同
業
組
合
結
成
上
の

障
暁
一
が
剛
氏
粧
稗
的
一
踊
枇
に
及
ぼ
す
影
響
に
重
大
な
る
鑓
化
が
生
じ
た
。
加
ら
、
恐
慌
深
化
の
過
程
に
於
い
て
、

各
種
商
品
市
場
の
上
の
購
買
力
萎
縮
化
が
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
部
門
内
の
一
切
の
各
箇
管
業
者
を
駆
り
立

τて
、
自

己
の
残
存
闘
争
の
た
め
に
す
る
際
限
な
き
安
債
販
買
政
策
に
狂
奔
せ
し
め
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
無
統
制
的
資
本

主
義
経
画
一
枇
曾
に
見
る
必
然
的
成
行
な
る
が
、
こ
こ
に
同
業
組
合
結
成
上
の
障
慌
が
、
国
民
経
静
的
幅
枇
じ
封
し

で
特
殊
の
悪
作
用
を
示
め
し
て
来
る
。

従
来
、
米
国
の
反
濁
占
政
策
を
基
礎
づ
け
た
理
論
の
一
つ
が
、
自
由
競
争
主
義
は
良
品
安
債
を
背
し
、
良
品
交

慣
は
祉
曾
幅
枇
に
最
も
よ
く
適
合
す
る
と
い
ふ
に
あ
り
し
は
疑
無
き
所
で
あ
る
。
き
れ
ど
、
良
品
安
債
の
追
求
が

生
産
者
替
業
の
存
立
を
危
か
ら
し
め
て
其
の
道
徳
的
堕
落
を
惹
起
し
、
夏
ら
に
失
業
群
の
増
大
と
奴
隷
賃
銀
後
生

の
原
因
と
な
る
に
至
れ
ば
、
右
の
如
き
原
理
に
立
て
る
反
摘
占
政
策
は
、
厳
し
き
批
判
の
封
象
た
ら
し
め
ら
れ
ね

ば
な
ら
ぬ
。

一
九
二
九
年
末
以
後
の
恐
慌
渦
中
に
於
け
る
米
国
の
反
濁
占
政
策
は
買
に
か
く
の
如
き
事
情
に
お
か

れ
て
ゐ
七
。



恐
慌
深
化
の
過
程
に
、
重
き
固
定
的
経
費
の
負
携
に
憎
む
多
〈
の
猫
立
管
業
者
に
は
、
利
潤
を
暴
げ
る
と
い
ふ

こ
と
よ
り
も
、
販
買
に
よ
っ
て
何
程
か
の
現
金
ぞ
手
に
入
れ
る
と
い
ふ
こ
と
が
一
屠
直
接
の
急
務
で
あ
つ
ね
。
こ

れ
に
悶
り
、
，
原
債
を
無
蹴
す
る
無
謀
の
投
買
が
相
競
っ
て
行
は
れ
、
物
債
は
螺
旋
肢
を
章
き
て
止
る
所
な
く
低
下

し
て
行
き
、
調
立
峠
官
業
者
の
集
群
は
酒
々
破
滅
に
向
っ
て
突
進
す
る
。
多
方
に
伸
一
活
の
保
障
と
最
低
賃
銀
制
の
保

誰
と
を
受
げ
r
d

る
属
大
な
失
業
者
群
の
存
在
は
、
必
然
的
に
管
業
者
の
安
慣
競
争
政
策
の
儀
牲
と
な
り
て
、
盆
-

賃
銀
水
準
の
遮
下
と
、
苦
汗
的
叡
隷
賃
銀
の
成
立
と
を
惹
起
し
て
来
る
。

た
と
へ
、
若
干
の
砦
業
者
が
破
壊
的
安
慣
競
争
と
、
失
業
州
労
働
者
に
封
し
て
苦
汗
的
搾
取
を
加
へ
る
よ
と
と
の
書

部
佐
自
ら
且
掛
け

A
L
{
努
め
モ
も
，

a

悩
人
の
力
に
て
、
般
的
大
勢
に
湖
抗
す
3
こ
と
は
極
め
で
難
〈
、
に

j
t

開
業
相
謀
っ
て
協
同
的
に
健
全
債
格
L
L

健
全
賃
銀
と
を
確
保
せ
ん
と
企
て
て
も
、
同
業
協
約
を
禁
や
る
反
ト
ラ
ス

ト
法
の
僚
規
を
楯
に
、
抜
駆
的
に
失
業
者
搾
取
'
と
安
債
政
策
と
を
強
行
す
る
少
数
者
の
銭
に
座
迫
さ
れ
て
、
到
底

ー
某
の
企
て
を
有
致
に
貫
行
す
る
に
は
至
り
得
な
い
。
米
国
の
商
工
業
界
は
、
活
に
勢
資
相
蓮
れ
て
奈
落
の
深
底
に

波
落
せ
ん
と
す
る
つ
此
の
緊
急
状
態
を
救
ふ
に
は
、
た
だ
同
業
組
合
の
n
公
認
と
其
の
運
用
と
に
侍
か
外
無
し
と
、

白

贋
〈
認
め
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
。

E
大
濁
占
企
業
の
成
立
防
止
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
反
ト
ラ
ス
ト
法
を
基
礎
と

す
る
同
業
協
約
嘩
塵
の
米
副
濁
占
封
策
は
こ
こ
に
重
大
な
る
盤
改
を
要
求
さ
れ
て
居
に
の
で
あ
る
。

か
や
う
に
、
米
国
産
業
界
の
緊
急
状
態
を
救
樺
す
る
に
は
、
勢
費
補
者
に
劃
し
て
公
正
な
る
報
酬
を
保
障
す
べ

き
安
営
債
格
を
維
持
す
る
潟
の
同
業
者
の
一
般
的
協
約
が
成
立
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
要
求
さ
れ
て
来
て
ゐ
る
の
に
、

米
圃
新
産
業
政
策
白
一
断
面

第
三
十
八
巻

O 
-ヒ

五
七
九

第

君主
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反
ト
フ
ス
ト
政
策
は
協
定
債
格
の
安
営
な
る
と
不
営
な
る
と
に
不
拘
、
そ
れ
が
債
格
の
協
定
で
あ
る
の
故
に
堅
〈

こ
れ
を
禁
じ
て
来
た
。
僅
に
、
同
業
界
一
般
の
生
産
、
消
費
の
航
態
を
知
ら
し
む
べ
き
統
計
的
資
料
の
蒐
集
、
配

付
の
た
め
の
同
業
組
合
炉
、
最
近
数
年
来
許
容
さ
れ
て
ゐ
た
に
す
ぎ
ぬ
。

産
業
上
の
浪
費
節
約
と
全
般
的
業
況
報
知
と
の
に
め
に
す
石
、
同
業
組
合
の
必
要
は
早
く
か
ら
人
の
認
め
る
所

で
あ
っ
十
一
が
、
今
や
米
国
産
業
恐
慌
を
克
服
し
て
鰹
神
的
一
繭
祉
を
腕
復
す
る
に
は
産
業
界
の
混
乱
、
無
秩
序
を
執

摘
す
る
よ
り
外
無
し
と
す
る
見
解
か
ら
認
こ
れ
る
、
同
業
問
結
、
協
同

ωhTい
め
の
羽
力
な
る
同
業
組
合
組
織
建
設

の
提
案
が
拳
昇
、
買
業
界
の
各
方
面
か
ら
族
出
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
中
に
も
、

組
合
綿
曾
席
上
で
ジ

1
・ィ

l
舎
壮
絶
裁
ス
ク
オ

l
プ
(
の

3
ι
ω
z
-託
、
空
白
色
丘
町
三
巴
『
忌
日
の

2
m
E
一
巴
円
♀
号

(
い

0

・
)
が
ジ
ャ
!
?
ン
法
の
修
正
と
政
府
監
督
下
に
立
つ
強
制
同
業
組
合
の
自
給
的
産
業
統
制
策
を
主
張
せ
る
時

期
匡
救
の
提
案
は
、
産
業
家
の
枇
曾
的
責
任
と
同
業
圏
結

ω
必
要
と
に
閲
す
る
一
般
民
衆
の
自
費
に
封
し
て
.
比

類
無
き
強
大
の
刺
戟
そ
輿
へ
た
。

同
業
組
合
組
織
の
力
を
以
て
産
業
界
を
統
制
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
破
壊
的
凱
寅
と
奴
隷
的
失
業
搾
取
と
を
救
梼

し
、
以
て
一
世
曾
的
一
繭
一
艦
を
復
興
す
べ
し
と
す
る
の
要
求
は
、
こ
れ
よ
り
盆
1
激
し
〈
な
り
、
還
に
一
世
の
輿
論
k

一
九
=
二
年
九
月
に
電
業

な
っ
た
。
産
業
恐
慌
の
嵐
に
翻
弄
3
れ
て
苦
闘
す
る
民
衆
は
こ
の
中
に
天
奥
の
幅
一
音
を
聞
い
た
の
で
あ
る
。
金
融

資
本
の
背
景
と
い
ふ
よ
り
も
、
む
し
ろ
此
の
苦
悶
の
民
衆
の
後
援
に
で
、
業
の
職
に
就
〈
に
至
れ
る
新
大
統
鼠
一
炉
、

右
の
民
衆
の
苦
悶
と
希
望
左
の
中
に
新
政
策
の
骨
子
炉
求
む
る
に
至
る
は
、
米
闘
の
政
治
偉
統
を
顧
み
て
、
至
極

Recent Social Trends (Report of the Presiclents' Re~serc: h Committee OD social 
Trend) 11. p. 1434. 
J. G. .Frederick， Readings in Econo皿IcPI.nning， Ch.pter XIV， The Swepe plan 
Javits， iuid. p. 63・
J?rof. S. E. Harris. The Econornic Legislation of the 'United States (in Economic 
Jonrnal. No. 172) 
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の
事
理
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
米
圃
の
新
産
業
政
策
は
、
こ
こ
仁
生
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
必
し
色
、
大
統
領
の

側
近
衆
た
る
戴
人
の
所
調
頭
脳
ト
ラ
ス
ト
の
創
作
物
と
見
ら
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

新
経
持
政
策
中
に
で
も
、
特
に
強
く
其
の
特
色
を
竣
揮
し
た
る
醐
民
産
業
復
興
法

(
2
日
〉
)
は
か
く
の
如
く
に

し
て
成
立
し
た
。
此
の
法
律
は
帥
も
勢
資
雨
者
の
協
同
作
業
を
促
進
し
、
開
業
者
聞
の
不
正
凱
責
競
争
を
除
く
と

共
に
、
加
ふ
る
に
購
買
力
の
増
進
を
助
け
て
、
商
工
業
の
頒
腐
を
防
ぎ
、
他
方
に
不
営
の
低
賃
銀
と
過
長
崎
骨
働
時

間
と
を
駆
除
し
て
帥
労
働
健
件
を
向
上
せ
し
め
、
且
つ
失
業
の
減
少
と
救
掛
と
を
計
る
に
め
に
政
府
を
し
て
商
工
業

に
劃
す
る
積
極
的
活
動
に
出
で
し
め
る
所
の
新
政
策
の
法
的
基
礎
ぞ
輿
~
た
も
の
に
外
な
ら
な
剖
ぃ
。

i
J
ρ
r

レ
、
出
。
ト
守
山
本
V
T山叫乃fju百
刷

1
h
4
0
9
2
ら

4i
、

l

j

l

i

l

j
〆

4
1
4
〈

;
l
e
j
i
d
J
l
l

正
い
そ
れ
は
刷
業
組
合
組
織
γ

し
よ
一
っ
て
蹴
学
閥
係
m
w
混

乱
山
肌
態
を
統
制
し
、
以
て
産
業
上
の
枇
曾
的
幅
祉
を
復
興
せ
し
h
u
べ
し
と
す
る
、

一
般
民
衆
の
時
代
的
要
望
に
答

へ
た
も
の
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

今
や
商
工
業
上
の
縄
立
管
業
者
は
、
各
箇
部
門
毎
に
、
或
は
又
数
筒
部
門
の
合
同
に
て
、
全
国
的
に
協
同
し
て

夫
E
同
業
組
合
を
結
成
し
以
て
、
生
産
額
、
拙
労
働
俸
件
、
販
貰
債
格
等
の
如
き
相
互
競
争
上
の
基
本
的
諸
要
素
に

闘
す
る
規
約
を
定
め
、
こ
れ
に
よ
り
て
業
界
一
般
を
統
制
す
る
こ
と
を
n
公
認
さ
れ
る
や
う
に
な
っ
た
。

顧
れ
ば
、
一
八
九

O
年
シ
ヤ
!
?
ン
法
が
成
定
さ
れ
て
よ
り
、
四
十
三
年
の
久
し
き
問
、
ト
ラ
ス
ト
制
の
禁
止

と
共
に
併
列
的
に
定
め
ら
れ
た
、
競
争
者
間
協
約
禁
止
の
傑
項
は
、

ジ
ャ

l
マ
ン
法
炉
実
の
利
益
の

た
め
に
設
け
ら
れ
た
中
小
濁
立
商
工
業
者
の
利
盆
に
反
す
と
難
ぜ
ら
れ
て
、
終
始
業
の
修
正
を
要
求
さ
れ
て
来
た

か
へ
っ
て
、

米
国
新
産
業
政
策
の
一
断
面

第
三
十
八
巻

五
i¥ 

第

披

O 
九

J: G. .Frederid:， A Primer of New Dea] Economics， pp. 7'7-88 
Frededck， ibid.， p. 36. 
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米
国
新
産
業
政
策
の
一
断
面

の
で
め
る
が
W
A
1
や
そ
の
現
質
的
弊
害
が
極
動
に
遣
す
と
見
ら
れ
た
時
に
及
ん
で
、
還
に
其
の
数
力
の
修
正
を
受

第
三
十
八
巻

第

披

O 

五
八

け
る
様
に
な
っ
た
。

趣
旨
に
於
て
良
口
問
安
債
の
確
保
の
震
に
、
長
く
頑
固
に
維
持
さ
れ
て
来
た
、
米
国
調
占
針
策
の
一
礎
石
た
4
0

同

業
協
約
の
禁
止
が
撤
廃
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
帥
ち
、
国
民
産
業
復
興
法
は
法
文
上
は
た
と
へ
二
筒
年
の
期
限
附
き

で
も
、

L
」
色
か
く
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
適
用
を
新
制
同
業
組
合
の
た
め
に
排
除
し
て
ゐ
る
。
良
品
安
慣
が
無
僻
件
ド

金
一
枇
曾
的
一
臓
一
肱
と
一
致
せ
ゲ
る
現
賞
事
龍
一
か
展
開
し
て
来
た
か
ら
で
め
る
。
同
民
産
業
復
興
法
ド
、
米
闘
の
侍
統

的
調
一
占
劃
策
の
盤
改
と
し
て
意
味
あ
り
と
せ
ら
る
ぺ
き
一
面
が
こ
こ
に
存
す
3
0

多
数
の
濁
立
替
業
者
の
存
立
を
危
殆
に
陥
れ
、
叫
労
働
傑
件
を
須
磨
せ
し
め
、
失
業
者
を
苦
悶
の
底
に
放
置
し
て

は
、
良
品
安
値
が
必
し
も
祉
曾
幅
一
肱
に
費
盆
し
な
い
。
同
業
組
合
組
織
が
、
右
の
弊
害
を
除
〈
の
に
役
立
つ
と
龍

め
ら
れ
れ
ば
、
協
約
禁
止
の
政
策
は
改
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
た
だ
、
こ
こ
に
改
め
ら
れ
た
濁
占
封
策
は
、

車
に
、
同
業
協
約
に
よ
り
て
競
争
傍
件
ぞ
統
一
整
調
す
る
こ
止
の
禁
を
解
け
る
に
止
ま
り
て
、
単
一
所
有
制
に
よ

る
所
の

E
大
濁
占
企
業
の
成
立
は
、
依
然
と
し
て
、
新
産
業
政
策
も
こ
れ
を
抑
座
せ
ん
と
し
て
ゐ
石
の
で
あ
る
む

卸
ち
、
新
政
策
は

E
大
翠
一
濁
占
企
業
金
排
し
て
、
多
数
の
濁
立
管
業
者
の
健
全
な
る
存
立
を
保
護
せ
ん
こ
と
を

其
の
主
要
目
的
の
一
と
し
て
ゐ
る
。
業
の
た
め
の
有
力
な
手
段
と
し
て
同
業
組
合
組
織
の
会
認
が
奥
へ
ら
れ
た
需

け
で
あ
る
。

し
か
し
、
か
く
し
て
奥
へ
ら
れ
た
開
業
組
合
は
、
今
は
、
車
に
商
工
業
者
其
の
人
の
個
人
的
利
益
の
保
護
の
た

Javit5， ibid. p. 165・
5ec. 5 ()f r灯、A
Sec. 3， (a) (2) of N1RA 



め
に
奥
へ
ら
れ
た
、
在
的
機
閥
た
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
大
恐
慌
の
渦
中
に
陥
り
、
壊
滅
の
途
上
を
急
ぐ

米
副
産
業
枇
曾
の
全
般
的
幅
駈
復
興
の
た
め
に
す
る
新
鰹
持
政
策
上
の
本
質
的
要
具
た
る
地
位
に
お
か
れ
て
ゐ

る
。
そ
れ
故
、
其
の
組
織
の
運
用
は
、
濁
り
商
工
替
業
者
の
程
利
的
恋
意
に
放
任
せ
ら
れ
る
こ
と
無
く
し
て
、
国

民
経
梼
の
会
瞳
的
幅
一
肱
の
管
理
者
と
し
て
の
大
統
領
が
乙
れ
に
向
っ
て
最
高
の
統
一
的
管
理
を
加
へ
る
の
で
あ

る
。
印
ち
、
同
業
組
合
組
織
の
基
本
的
要
素
た
る
組
合
規
約
(
の
白
血
巾
)
は
法
文
に
客
観
的
に
定
め
ら
れ
に
る
↓
公
盆

僚
件
営
基
礎
と
せ
る
同
大
統
領
の
認
可
或
は
決
定
に
よ
っ
て
、
始
め
て
宜
(
の
効
力
を
費
生
す
る
。

其
の
運
用
の
貴
際
過
程
は
全
国
同
業
組
合
最
高
統
制
者
と
し
て
の
大
統
領
代
理
者
た
る
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
色
刷

河口

m
r
ω
γ
r
gふ
や
一
首
班
と
す
3
岡
氏
復
興
管
理
聴
〈
hhZ同人
wwmhiH，
ZHOFH丸
山
口
町

2
m
q
〉
仏
即
日
正
刊
誌
此
む
と
仁
よ

っ
て
、
同
業
組
合
側
起
草
の
規
約
検
討
が
行
は
れ
、
こ
れ
に
基
き
大
統
領
の
認
可
が
輿
へ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

園
民
産
業
復
興
法
に
よ
っ
て
米
国
の
停
統
的
濁
占
勢
策
が
盤
改
さ
れ
て
、
同
業
組
合
組
織
が
公
認
さ
れ
た
。
し

か
し
、
そ
れ
は
最
早
、
閥
単
な
る
替
業
者
自
韓
の
個
人
的
利
益
追
求
の
機
関
と
し
て
で
は
な
い
。
失
業
者
充
満
し
、

奴
隷
的
勢
働
搾
取
が
行
は
れ
、
破
壊
的
乱
責
止
る
所
な
く
し
て
、
多
数
の
濁
立
勝
目
業
者
一
か
盆
1
其
の
存
立
の
地
盤

を
奪
は
れ
行
〈
米
国
産
業
の
一
般
的
一
繭
一
雄
潰
乱
状
態
に
臨
か
ん
で
、
こ
れ
を
救
梼
す
る
た
め
に
立
て
ら
れ
た
新
産

業
政
策
建
行
上
の
一
重
要
機
関
と
し
て
新
制
同
業
組
合
が
認
め
ら
れ
た
・
も
の
で
あ
る
。

一
面
に
は
多
分
に
公
的
管
理
の
支
配
を
受
け
つ
つ
、
他
面
に
は
な
ほ
濃
厚
な
る
自
治
的
責
任
の
領
域
を
接
さ
れ

て
ゐ
る
新
制
同
業
組
合
組
織
の
武
器
ぞ
奥
へ
ら
れ
た
米
国
の
商
工
業
者
は
、
果
し
て
よ
く
、
こ
れ
に
期
待
せ
ら
れ

米
国
新
産
業
政
策
白
一
断
面

第
三
十
八
巻

五
八
三

第

t慮

Sec. 3.， 4.， of NfRA 
Sec. 3.， 4・， 6.，7.， nf NIRA 
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米
岡
新
産
業
政
策
の
一
断
面

第
三
十
八
巻

五
八
四

第

JJ};: 

る
一
般
的
掘
艦
復
興
の
重
任
を
全
う
し
得
る
や
否
や
。
金
融
資
本
の
代
贈
者
は
既
に
こ
れ
に
罰
し
て
、
辛
練
な
非

難
を
加
へ
て
ゐ
ム
。
又
米
国
の
資
本
主
義
的
産
業
組
織
は
今
や
、
最
後
の
審
判
廷
に
立
た
し
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
で

あ
る
と
は
、
国
民
復
興
醸
の
一
員
た
あ
7
y
チ
バ

1
グ
の
会
言
す
る
所
で
め
る
。
需
要
側
の
直
接
統
制
含
仲
は
十

し
て
軍
に
供
給
側
を
統
制
す
る
新
政
策
の
効
果
に
謝
し
て
克
〈
大
な
る
希
望
ぞ
か
け
る
こ
と
が
出
来
ゃ
っ
か
。

一
一
一
、
掛
働
政
慌
の
盤
改
と
櫛
働
圏
瞳
の
公
共
的
職
能

，" 

統
に
前
節
に
見
た
る
刻
〈
、
米
側
幽
の
商
工
管
業
者
は
、
新
産
業
政
策
に
よ
っ
て
、
夫
々
の
部
門
の
上
に
同
業
競

争
者
聞
の
全
国
的
組
合
を
結
成
す
る
こ
と
を
公
認
せ
ら
れ
、

っ
き
協
同
的
行
動
を
取
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
様
に
な
っ
た
。
此
の
組
合
ば
、
漢
の
規
約
を
以
て
販
寅
市
場
及
び
崎
労

働
市
場
等
を
全
倒
的
に
支
配
す
る
こ
と
が
出
来
る
の

rか
ら
、
そ
れ
が
仁
と
へ
軍
一
の
所
有
組
織
形
態
を
有
す
る

一
つ
の
共
通
規
約
を
作
っ
て
、
競
宇
上
の
諸
保
件
に

調
占
組
織
で
な
い
と
し
て
も
、
又
一
種
の
即
ち
組
合
的
濁
占
組
織
で
あ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

調
占
組
織
が
箇
々
の
勢
働
者
乃
至
は
勢
働
階
級
の
利
害
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
に
も
理
論
的
に

も
、
見
解
が
岐
れ
て
ゐ
る
が
、
少
〈
左
も
同
業
競
争
者
間
に
結
成
せ
ら
れ
る
同
業
組
合
の
組
織
は
、
こ
れ
に
よ
っ

て
、
従
来
個
々
の
替
業
者
が
分
離
的
に
競
争
を
績
け
て
来
立
場
合
よ
り
も
、
勢
働
者
の
側
に
脅
し
て
一
層
強
大
な

支
配
的
勢
力
を
獲
得
す
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
と
い
へ
る
。
故
に
、
此
の
度
、
同
業
者
相
寄
っ
て
組
合
を
つ
く
る

こ
と
に
な
っ
た
米
国
の
商
工
業
者
は
、
従
来
よ
り
も
一
層
大
な
る
程
度
に
、
自
己
の
利
盆
に
過
す
る
撲
に
、
勢
働

Frederick， ibid.， p. 256. 
Freder" ck， ibid.， p. 203 
前出経理事論叢拙稿I 107頁以下参照
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者
を
取
扱
ふ
乙
と
が
出
来
る
様
に
な
っ
た
と
見
え
る
。
果
B
U

て
き
う
で
あ
ら
，
フ
か
ρ

新
産
業
政
策
は
、
会
然
こ
れ
を
抑
止
す
る
。
即
ち
、
国
民
産
業
復
興
法
は
商
工
業
者
の
利
益
の
た
め
に
強
大
な

威
力
を
有
す
る
組
合
規
約
(
叶
宮

C
L
m
O『
岳
町
吋

Z
品

目

〉

8
2
2
5与
を
大
統
領
が
認
可
す
る
に
つ
き
、
こ
の

場
合
の
絶
掛
的
保
件
'
と
し
て
、
其
の
規
約
健
項
が
少
〈
L
ι
d
b
葉
の
中
に
最
低
賃
銀
、
最
長
勢
働
時
間
其
の
他
政
策

の
目
的
を
蓮
す
る
に
必
要
な
、
種
々
な
る
一
一
展
傭
上
の
諸
燦
件
を
包
合
す
べ
き
こ
と
を
規
定
す
恥
。
そ
れ
の
み
な
ら

中
、
そ
れ
ら
の
諸
保
件
の
決
定
は
勢
資
雨
者
の
相
互
協
定
に
依
る
べ
き
も
の
で
、
業
の
場
合
に
勢
働
者
の
刺
盆
が

保
護
せ
ら
れ
る
た
め
に
、
国
民
産
業
復
興
法
は
同
業
組
合
規
約
の
投
力
獲
得
健
件
と
し
て
、

(
一
)
被
傭
者
ほ
閲
惜
松
崎
成
し
、
自
ら
地
び
に
冶
代
決
伝
通
U
て
間
鴨
協
約
セ
締
結
す
る
こ
ー
に
や
}
特
、
説
ド

囲
韓
協
約
書
く
は
業
の
他
相
互
扶
助
又
は
擁
護
の
た
め
の
代
表
の
選
定
、
若
〈
は
自
主
的
問
瞳
の
結
成
、
又
は
協

同
動
作
に
劃
し
雇
主
若
〈
は
其
代
理
人
の
干
渉
、
座
遁
又
は
張
制
を
受
〈
る
こ
と
な
し
、

被
傭
者
及
び
求
職
者
は
雇
傭
保
件
と
し
て
、
曾
祉
組
合
(
の
0
5
3
Q
C口
一
口
口
)
に
加
入
す
る
ご
と
若
く

は
自
己
の
選
ぶ
所
の
勢
働
圏
瞳
に
劃
す
る
加
入
、
結
成
桂
に
支
持
を
な
ぎ

F
る
乙
左
含
要
求
せ
ら
る
る
こ
と
な
し
、

(
三
)
雇
主
は
大
統
領
の
認
可
若
〈
は
指
定
し
た
る
最
長
勢
働
時
問
、
最
低
賃
銀
及
び
其
の
他
の
時
労
働
傑
件
に

従
ふ
こ
と
を
要
す
、
と
い
ふ
、
以
上
の
諸
項
を
雇
主
側
に
負
櫓
せ
し
め
て
ゐ
る
。

「-一，
d

〆--、

J
な
ほ
其
の
上
に
、
開
業
組
合
規
約
に
封
す
る
大
統
領
の
認
可
の
場
合
の
崎
労
働
者
利
益
の
保
護
の
た
め
に
、
復
興

管
理
鹿
(
Z
H
P
S
の
外
局
組
織
と
し
て
、
最
高
崎
労
働
顧
問
局
の
設
け
が
め
っ
て
、
規
約
審
議
に
奉
興
す
か
。

米
国
新
産
業
政
策
の
一
断
面

第
三
十
八
巻

五
八
五

第

霊童

一
一
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米
園
新
産
業
政
策
白
一
断
面

第
三
千
人
容

以
上
の
記
述
に
よ
っ
て
直
ち
に
知
ら
れ
得
る
が
如
〈
、
勢
働
者
幅
一
肱
の
維
持
、
増
進
は
闘
民
産
業
復
興
法
を
中

心
と
す
る
新
産
業
政
策
に
於
い
て
、
其
の
本
質
的
要
素
の
一
と
な
さ
れ
て
ゐ
る
何
故
に
若
し
、
商
工
業
者
の
中
に
、

新
産
業
政
策
が
従
来
の
濁
占
封
策
を
盤
改
し
て
同
業
組
合
を
認
可
し
七
己
と
を
以
て
]
皐
に
商
工
業
者
自
韓
の
利

盆
の
た
め
に
の
み
企
て
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
と
考
へ
、
そ
の
中
に
商
工
業
者
が
崎
労
働
者
に
劃
し
て
負
ふ
ぺ
主
繭
枇

増
進
の
義
務
が
本
質
的
要
素
と
し
て
合
ま
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
看
過
す
る
な
ら
、
一
そ
は
寒
に
驚
く
べ
き
不
注
意
の
見

な
り
と
レ
は
ね

M
h
u
ら
刷
、

五
八
六

第
二
放

一
一
四

米
国
の
新
産
業
政
策
が
、
か
や
う
に
崎
労
働
者
踊
祉
の
増
進
を
以
て
某
の
積
極
的
要
素
の
一
と
し
て
ゐ
る
こ
左
は
、

我
闘
の
重
要
産
業
統
制
法
(
昭
和
六
年
法
律
第
四
十
競
)
の
第
三
僚
及
び
濁
逸
の
一
九
二
三
年
経
梼
カ
凱
用
に
封
す

る
取
締
法
令
第
四
僚
伊
軍
に
岳
盛
、
会
去
の
保
護
の
た
め
、
こ
れ
を
害
す
る
組
合
契
約
に
盛
夏
、
取
消
、
又
は
無

数
宣
言
を
奥
へ
る
如
き
消
極
的
態
度
を
取
っ
て
ゐ
る
の
と
較
べ
て
、
そ
こ
に
は
根
本
的
に
其
の
性
質
を
異
に
す
る

も
の
が
存
し
て
ゐ
る
。
近
時
我
闘
の
鎗
政
者
、
賓
業
家
に
し
て
産
業
統
制
を
主
張
す
る
論
者
は
、
特
に
此
の
貼
に

慎
重
な
注
意
を
向
け
ね
ば
な
ら
ぬ
リ

抑
色
、
従
来
、
米
国
に
て
は
勢
働
者
が
勢
働
組
合
の
組
織
に
よ
っ
て
圏
韓
的
に
使
用
主
と
封
抗
し
、
以
て
賃
銀

業
の
他
の
勢
働
健
件
に
つ
い
て
自
己
の
利
盆
を
擁
護
す
る
乙
と
は
、
ジ
ャ
1

7

y
法
及
び
英
利
利
普
通
法
の
一
部

た
る
徒
黛
禁
止
法
に
て
叫
少
か
ら
r
d

る
威
嚇
を
加
へ
ら
れ
て
ゐ
た
。
帥
ち
、
抽
労
働
者
の
圏
韓
交
渉
が
貨
物
の
自
由

読
通
を
阻
碍
す
る
こ
と
の
認
定
め
れ
ば
そ
れ
は
、
ジ
ャ

1
マ
ン
法
の
侵
害
と
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
3
d
法
規
上
に

Kirsh， ibid.， p. I10 
Kir.h. il，id.. p. 107. 
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右
の
定
め
あ
る
の
み
な
ら
や
、
又
賓
際
上
米
岡
の
資
本
家
は
一
持
働
組
合
主
義
を
悪
む
こ
主
他
の
い
づ
れ
の
園
の
資

本
家
よ
り
も
甚
し
い
と
い
は
れ
て
ゐ
か
。

ぞ
れ
が
、
今
や
園
民
産
業
復
興
法
の
定
め
に
て
米
国
の
勢
働
者
は
、
自
ら
随
意
に
選
ぶ
圏
瞳
組
織
の
力
に
よ
っ

て
賃
銀
、
勢
働
時
間
其
の
他
の
崎
労
働
健
件
に
つ
い
て
使
用
主
側
と
聞
龍
、
協
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
模

に
な
っ
た
。
ぞ
れ
は
圃
民
幅
一
肱
の
復
興
と
彼
等
の
刺
盆
擁
護
と
の
た
め
、
其
の
樺
利
と
い
は
ん
よ
り
は
、
む
し
ろ

其
の
義
務
と
見
ら
る
ぺ
き
閥
係
に
お
か
れ
た
の
で
あ
る
。

今
こ
れ
を
見
れ
ば
、
米
闘
の
新
産
業
政
策
は
持
働
政
策
上
、
指
仁
重
大
な
盤
改
合
加
へ
た
品
の
と
い
は
ね
ば
な

ら
ぬ
υ

し
か
し
、
こ
れ
は
決
し
て
、
故
な
〈
レ
て
起
こ
っ
た
の
で
は
な
い
。
国
民
産
業
復
興
法
を
成
立
せ
し
め
た

直
前
の
米
国
勢
働
祉
舎
の
貰
放
を
窺
ふ
色
の
に
は
、
直
ち
に
、
右
の
麗
改
が
決
し
て
遁
然
な
ら
十
と
首
肯
さ
れ
得

る。一
産
業
恐
慌
の
嵐
は
嘗
て
は
世
界
随
一
に
幸
踊
な
融
労
働
者
で
あ
る
と
誕
は
れ
た
米
国
の
勢
働
者
を
、
数
年
の
聞
に

困
窮
の
底
に
陥
し
入
れ
た
。
其
の
困
窮
蹴
態
の
具
瞳
的
指
標
と
し
て
、
失
業
者
数
左
賃
銀
販
態
と
を
瞥
見
し
ゃ
う
。

一
九
三

0
年
四
月
一
日
の
人
口
調
査
の
結
果
か
ら
、
推
定
し
て
、
平
時
平
均
約
二
百
高
内
外
な
る
失
業
者
が
既

に
其
の
時
期
に
は
三
百
高
を
超
え
る
敷
に
達
し
て
ゐ
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
は
れ
か
。
然
る
に
、
業
の
後

二
年
、
園
民
産
業
復
興
法
の
成
立
直
前
一
九
三
三
年
三
月
に
は
、
少
〈
と
色
一
千
三
百
高
の
失
業
者
が
存
し
て
ゐ

国

た
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
固
よ
り
、
こ
れ
ら
の
数
字
は
、
完
全
な
る
失
業
統
計
を
挟
け
る
所
の
同
国
の
貫
般
か
ら
、

米
蝿
新
産
業
政
策
の
一
断
珂

第

iJJ，'I: 

一
-
五

第
三
十
八
巻

五
八
七
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米
園
新
産
業
政
策
白
一
断
面

第
三
十
八
巻

一一六

五
八
八

第
二
放

ぞ
れ
が
多
分
に
推
定
性
を
有
す
る
こ
3

と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
抗
、
今
こ
れ
に
よ
っ
て
、
其
の
概
況
を
察
す
る
こ
と

は
出
来
る
の
で
あ
る
。

賃
銀
支
梯
綿
額
指
数
は
一
九
二
九
年
三
月
の
一

O
一
二
・
九
か
ら
一
九
三
三
年
三
月
に
は
一
二
三
・
四
に
舵
下
し
て
ゐ

h
。
〈
一
九
二
六
年
を
基
抽
出
血
目
と
す
る
)

O

こ
れ
と
共
に
注
意
す
べ
き
は
筒
1

の
賃
銀
の
下
落
で
あ
る
。
工
場
に
於
け
る
賃

銀
の
下
落
も
著
し
い
が
、
特
に
勢
働
過
剰
の
横
少
か
ら
起
こ
る
所
の
苦
汗
制
度
の
杭
行
が
狽
搬
を
極
め
、
其
の
に

め
女
子
1

少
年
の
い
慢
使
は
甚
し
芯
悲
惨
な
持
働
状
線
佐
現
出
し
た
。
/
ヤ
し
ど
、
其
の
賀
線
低
下
の
極
端
に
激
し
い

の
は
衣
服
、
ラ
ジ
オ
部
分
品
、
玩
具
、
運
動
具
、
紙
箱
、
菓
子
、
造
花
、
電
燈
笠
其
の
他
一
一
般
に
家
内
工
業
的
製

品
製
造
に
於
け
る
場
合
で
、
其
の
館
館
賃
銀
は
時
間
給
五
セ
ン
ト
に
蓮
し
た
場
合
も
奉
げ
ら
れ
て
ゐ
ム
。
組
巴
て

こ
れ
は
産
業
恐
慌
の
嵐
に
鴨
ぎ
て
我
欲
専
な
る
抜
幅
競
争
者
炉
、
過
剰
州
労
働
の
大
群
的
存
在
ぞ
悪
用
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
一
唐
激
化
さ
れ
に
も
の
で
あ
る
。

か
〈
の
如
き
、
不
孝
の
中
に
勢
働
枇
舎
を
沈
諭
せ
し
め
七
産
業
恐
慌
の
惹
起
さ
れ
た
原
因
が
何
た
る
や
の
、
間
申

術
的
考
察
は
姑
〈
こ
れ
を
聞
は
?
と
し
て
、
従
来
の
米
国
産
業
界
が
極
端
に
産
業
資
本
の
悲
意
的
自
由
決
定
を
勢

働
政
策
の
主
に
主
張
し
て
来
た
貫
賦
を
顧
れ
ば
、
米
国
の
勢
働
者
炉
、
こ
こ
に
恐
慌
原
因
の
ア
竺
協
め
て
、
反
掛

に
、
新
産
業
政
策
上
、
勢
働
者
に
よ
る
勢
働
僚
件
の
閏
瞳
的
管
理
を
輿
論
の
上
に
形
成
し
来
れ
る
こ
と
は
、
其
の

営
否
は
と
も
か
く
、
寒
に
自
然
の
蹄
結
で
あ
っ
亡
と
い
は
ね
ば
な
告
白
。

宇
一
同
学
者
の
中
に
は
、
勿
論
A
η

ノ
ス
の
如
〈
、
新
産
業
政
策
の
賃
銀
引
上
策
は
、
遁
去
繁
栄
の
時
代
に
t

於
い
て
、
勢

:sutler， a. a目 o.
Inlernational Labour Review; VoL XXVll. No. 6. p. 760 
E. Johnson， The Drive for Minirnum Vvage. (in Cllrrent :History. Sept. 1933・
pp. 690-691 
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費
南
階
統
聞
に
国
民
所
得
の
分
配
が
誤
ら
れ
た
る
こ
と
を
以
て
恐
慌
の
原
因
で
あ
る
と
す
る
理
論
に
立
っ
て
、
景

気
慌
復
の
に
め
購
買
力
を
増
進
せ
ん
と
す
る
目
的
に
出
づ
る
の
で
あ
る
、
と
説
い
て
ゐ
る
も
の
が
多
い
。
け
れ
ど

も
、
新
政
策
決
定
前
に
現
は
れ
て
ゐ
た
前
通
の
如
き
悲
惨
な
る
労
働
枇
舎
の
貫
版
に
照
ら
し
て
見
れ
ば
、
新
産
業
・

政
策
上
の
勢
働
者
保
護
施
設
は
、
右
の
準
設
に
見
る
如
き
勢
働
保
護
念
品
市
朱
快
復
の
手
段
鵡
す
る
淡
に
る
理
論
の

産
物
と
い
は
ん
よ
り
、
む
し
ろ
直
接
に
勢
働
一
隅
枇
皆
目
的
と
せ
る
政
策
で
あ
る
と
、

い
は
る
べ
き
跡
に
富
h
u
と
考

へ
ら
れ
る
。

ボ

l
y
・
ピ
ッ
ク
は
業
の
大
藩
勢
働
鴻
ム
ハ
版
(
一
九
二
九
年
)
中
、

ア
メ
リ
カ
の
勢
働
組
合
の
牌
来
を
論
や
る
俺

r:' 

択
の
如
き
結
言
ル
パ
}
輿
へ
て
ゐ
る
。

「
比
の
物
質
的
繁
柴
は
大
部
分
機
械
主
義
、
大
量
生
産
崎
労
働
に
因
る
も
の
で
あ
る
が
、
之
は
如
何
な
る
顛
難
に
営

る
も
、
安
固
た
る
色
の
で
あ
ら
う
か
。
之
に
は
疑
が
あ
る
。
蓋
し
崎
労
働
者
人
格
の
破
壊
者
な
る
過
度
の
機
械
主
義

は
生
産
過
剰
と
な
り
、
恐
慌
を
惹
起
す
る
。
而
し
て
恐
慌
の
た
め
に
失
業
を
生
じ
、
多
少
過
激
な
る
勢
働
者
運
動

を
初
め
と
し
、
恐
ら
く
は
異
の
革
命
騒
動
さ
へ
る
勃
愛
せ
し
h
u
る
に
至
る
で
あ
ら
'
む
と
。

一九一ニ

O
年
よ
り
一
九
三
三
年
に
か
け
て
、
寒
に
ピ

1
・Y
の
慎
れ
た
所
の
大
恐
慌
が
米
国
の
産
業
界
に
出
現
し

た
。
し
か
し
、
米
国
の
勢
働
者
は
こ
れ
に
虞
し
て
ピ

l
y
の
慎
れ
に
異
の
革
命
騒
動
を
起
す
に
歪
ら
争
、
か
へ
っ

て
、
従
来
よ
り
色
一
層
統
制
的
な
る
帥
労
働
政
策
を
貫
現
せ
し
め
る
こ
と
に
な
っ
士
。
そ
れ
は
、
即
ち
米
国
勢
働
者

が
今
や
、
産
業
界
全
般
の
国
民
的
統
制
の
根
抵
た
る
同
業
組
合
規
約
の
決
定
上
に
、
囲
瞳
的
に
参
奥
し
て
、
使
傭

米
国
早
期
産
業
政
策
白
一
断
面

第
三
十
八
巻

第
二
拍
車

七

五
八
九

Prof. Haてis，The Econo田 icLeg回latioIl o!' the U[山 d Stats， (in Economic 
Journal， No. 172 
ポームピック，勢働法上巻(前掲)418]l( 

60) 

61) 



米
国
新
産
業
政
策
白
一
断
固

第
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第
二
披
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主
と
の
聞
に
勢
働
俸
件
に
つ
い
て
卒
穏
裡
に
固
鯉
交
捗
診
進
め
得
べ
き
樫
利
を
獲
得
す
る
に
至
つ
七
こ
と
を
い
ふ

の
で
あ
る
。

米
岡
産
業
界
の
樟
統
的
勢
働
政
策
は
盤
改
3
れ
て
、
圏
結
構
や
圏
韓
交
捗
樺
は
今
ば
り
し
ろ
勢
働
者
の
義
務
の

如
〈
に
認
め
ら
れ
た
。
大
統
領
は
岡
民
産
業
復
興
法
の
裁
可
に
際
し
て
逓
ぺ
て
ゐ
る
、
『
労
働
者
も
亦
こ
こ
に
諸
権

利
の
新
憲
章
営
奥
へ
ら
れ
穴
。
そ
れ
は
今
日
迄
彼
等
が
長
〈
求
め
来
与
、
市
し
て
百
否
さ
れ
て
来
に
所
の
も
の
で

あ
る
〕
と
。
寒
に
園
民
産
業
復
興
法
は
商
工
業
者
に
囲
結
構
セ
輿
へ
た
と
共
に
、
こ
れ
と
相
並
ん
で
勢
働
者
に
又

同
様
に
其
の
岡
崎
槽
を
附
興
し
h

い
も
の
?
め
る
。

米
刷
新
産
業
政
策
は
某
の
勢
働
政
策
上
に
劃
期
的
一
大
鐘
改
を
加
へ
以
て
、
勢
働
者
自
衛
上
の
有
利
な
武
器
を

供
給
し
た
。
し
か
し
こ
こ
に
注
意
す
べ
き
は
其
の
武
器
に
る
園
結
構
設
定
の
目
的
と
業
の
運
用
方
法
と
の
意
味
如

何
で
あ
る
。

新
同
業
組
合
制
が
、
決
し
て
車
純
に
、
商
工
業
者
且
韓
の
刺
盆
保
護
の
た
め
の
み
に
奥
へ
ら
れ
た
も
の
で
な
い

こ
と
、
前
節
に
遁
ペ
七
露
で
あ
る
。
し
か
し
勢
働
者
の
閏
結
構
も
、
亦
決
し
て
、
単
純
に
勢
働
階
粧
の
階
統
的
利

盆
の
た
め
の
み
に
利
用
せ
ら
る
べ
き
も
の
T
は
な
い
。
ぞ
れ
は
新
政
策
の
目
的
と
す
る
所
に
非
る
こ
と
は
、
新
産

業
政
策
の
全
般
的
構
遣
か
ら
見
て
疑
ふ
べ
き
借
地
が
な
い
。

そ
れ
は
、
米
幽
の
国
民
的
経
涛
枇
舎
の
全
般
的
一
噛
一
耽
復
典
の
た
め
に
す
る
新
鰹
持
政
策
会
鱒
系
上
の
有
機
的
要

素
と
し
て
奥
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
米
国
の
勢
働
曜
が
単
に
、
こ
れ
を
階
級
的
利
盆
の
た
め
に
乱
用
す
る
こ
と

白

は
、
新
政
策
憶
系
を
全
憶
的
に
破
壊
す
る
結
果
を
招
〈
。
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し
か
し
、
に

r問
題
は
米
国
の
勢
働
者
が
か
〈
の
如
き
重
大
な
る
n
公
共
的
職
能
を
、
政
策
上
に
期
待
さ
れ
る
所

の
圏
結
構
を
、
其
の
本
来
的
趣
旨
に
従
ひ
て
忠
賓
に
貫
行
し
た
る
場
合
に
、
果
し
て
如
何
な
る
程
度
に
国
民
経
梼

的
頑
一
肱
の
復
興
が
賓
現
せ
ら
れ
得
る
で
あ
ら
う
か
と
い
ふ
こ
主
で
あ
る
。
園
際
的
に
も
密
接
な
閥
聯
を
免
れ
，
さ
る

米
幽
産
業
界
に
て
、
ひ
と
り
米
剛
一
勢
働
者
の
た
め
の
み
に
計
る
新
勢
働
政
策
が
驚
ら
し
来
る
べ
き
殺
果
に
つ
い
て

は
、
何
人
に
も
大
な
る
疑
慢
を
免
れ
し
め
ぬ
と
思
は
れ
る
。
米
幽
の
資
本
主
義
的
生
産
制
は
此
の
側
面
に
於
い
て

も
亦
、
新
な
る
審
判
の
段
階
に
立
た
し
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

回

、

結

言

此
の
研
究
に
よ
り
明
か
い
さ
れ
、
に
主
要
の
勃
は
失
の
通
り
で
め
る
。
帥
丸
一
、
ぞ
れ
は
米
凶
の
新
産
業
政
策
に
於

い
て
頴
著
の
特
色
?
な
す
所
の
、
濁
占
封
策
の
盤
改
と
峠
労
働
政
策
の
盤
改
と
は
.
い
づ
れ
も
其
の
本
質
に
於
い
て

は
、
米
国
商
工
業
の
蓮
用
原
理
を
私
的
自
由
主
義
よ
り
少
か
ら
や
J

園
民
的
、
公
共
的
の
色
彩
を
有
す
る
統
制
主
義

に
置
き
換
へ
た
こ
と
を
意
味
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
更
に
、
か
〈
の
如
き
晶
煙
草
は
米
国
世
曾
に
こ
れ
を
必

然
的
に
惹
起
せ
し
h
u
ぺ
き
特
殊
の
経
持
的
客
観
的
事
情
が
あ
っ
て
始
め
て
、
現
は
れ
た
志
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て

そ
れ
が
車
に
少
数
者
の
理
論
的
創
作
物
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
に
あ
ら
十
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
新
政
策
の
動
固

と
な
れ
る
現
質
的
背
景
を
明
か
に
し
て
、
始
め
て
其
の
奥
義
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
ゐ
る
。
漫
り
に
業
の
外

形
に
倣
は
ん
と
す
る
瞳
陣
、
浮
薄
の
態
度
営
慎
む
べ
き
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
更
に
業
の
根
本
的
精
神
を
無

親
し
、
業
の
外
形
を
歪
曲
し
て
、
こ
れ
を
輩
純
な
る
資
本
家
的
統
制
の
用
具
に
借
ら
ん
と
す
る
が
如
き
議
論
に
は
、

特
に
警
戒
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

米
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